
［テーマ］数理モデリングPBL

エレガントに課題を解決する能力、
「具象と抽象を行き来する力」を養う

第3回 国際シンポジウム

最先端のトピックスが
シナジーを生む
国際シンポジウムは
新しいフェーズへ

オンライン開催

現在、先進技術の研究・開発において重要視されている数理モデリング。課題
の本質を的確に捉え、数理の世界でモデルとして表現し、現実世界に実装する
という幅広い能力が求められている。本PBLにおいて、学生たちは具象・抽象
の世界を行き来しながら、課題をエレガントに解決できる実践的な能力を養っ
ている。課題を提供し、共に研究を進めた企業は語る。「この能力を培った学生
たちの中から、当社が直面する課題に新たな観点での考察や意見がもたらさ
れる日を心待ちにしている」と。

PBL紹介

アイシン・ソフトウェア株式会社

［テーマ］ファクトリー・オートメーションにおけるAI・IoT活用

スマートマニュファクチャリング（FA）が
グローバルに進行
変化するFAの世界を企業目線で体感

学生たちは、FA（Factory Automation）に関する基礎知識を、産業用ロ
ボットや制御機器、データ分析ソフトウェアなどに実際にふれながら学び、
一方では自ら設定した生産現場における課題解決のためのAI活用ソフト
ウェアを開発した。企業活動における課題にチャレンジすることで、課題発
見と解決のプロセスを経験。今後、AIやIoTなどを取り込むことで、より高い
生産性の実現を目指すこの分野において、活躍できる人材との出会いを企
業側も大いに期待している。

三菱電機株式会社

誰がお客さまで、どんな価値を提供するのか
求められるビジネスコンセプトづくりに迫る

深層学習の発展により、目覚ましい進歩を見せるAI関連技術。同時
に「AIの民主化」という言葉が示すように、AI技術は誰でも使えるよ
うな時代になりつつあり、ビジネスコンセプトのつくり方の重要性も
高まっている。そこでAI技術の最新動向だけでなく、課題の発見・解
決のための枠組みを理解し、コンセプト創造を実践できる能力、そし
てそれを他人に分かりやすく説明できる能力を養うのが本講義の狙
いだ。新しい技術によってビジネスをどう構築するのか。大学での研
究の「その先」を学ぶ。

株式会社東芝

［テーマ］
車室内に対する画像認識応用

通常は踏み込めない企業の技術開発を実体験
車が走行する環境を想像し、実験環境を考案

今も世界中のどこかで走り続けている自動車。車室内の映像取得には、
あらゆるシーンを想像し、どのような実験環境を考案すれば良いのかを
検討・考察する必要がある。それを実体験するのがこの講義の要であり、
チームでのアプローチが中心となる。そのチーム内において自分ができ
ること、得意なことは何かを自身に問いかけながら行動し、企業側の視点
から共同研究を見ることができる。インターンシップとは違った企業体験
ができるのも、PBLならではの醍醐味だ。

アルプスアルパイン株式会社
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108名にのぼる参加者の興味を集めて、オンライン開催された第3回国際シンポジウム。世界第
一線の研究者によるAIEに関する最新の研究動向とその応用に関する基調講演が行われ、参加
者の知的興味を引き起こした。学内の研究者による招待講演に加え、今回は学生たちによる意欲
あふれるプレゼンテーションも行われたことで、シンポジウムは新しいフェーズへと突入した。

Opening Session
9:30-9:40
Welcome address
President Hideo Ohno

9:40-9:50
Opening remarks
Prof. Toshiro Kaneko

9:50-9:55
Announcement from Program 
chair

10:50-11:20
Invited
AI for Understanding Objects, 
Scenes, and More Through Vision 
and Language
Prof. Takayuki Okatani
Graduate School of Information 
Sciences
Tohoku University, Japan

11:20-11:50
Invited
Healthcare-monitoring systems 
using mid-infrared light
Prof. Yuji Matsuura
Graduate School of Biomedical 
Engineering
Tohoku University, Japan

11:50-13:00
Lunch break

Session2
13:00-16:00 
Oral presentation from 32 students
(5 min each)

16:00-16:20
Break

17:10-17:25
Invited
Graduate Program of Mathematics 
for Innovation
- Nurturing Mathematical Modeling 
Talents with Mathematics Five 
Forces
Prof. Osamu Saeki
Institute of Mathematics for 
Industry, Kyushu University

9:30-9:35 
Announcement from Program chair

10:30-11:00
Invited
Prospects of MTJ-Based Nonvolatile
Logic-in-Memory Circuits and
Their Applications to AI Hardware
Prof. Takahiro Hanyu
Research Institute of Electrical 
Communication
Tohoku University, Japan

11:10-12:00 
Oral presentation from 10 students
(5 min each)

Technical Program
【Day 1】

Technical Program

【Day 2】 12:00-13:10
Lunch break
Session4
13:10-15:25 
Oral presentation from 25 students 
(5 min each)

15:25-15:40
Break

16:40-16:50 
Closing remarks
Prof. Masahiro Yamaguchi

プレゼンテーションに必要なものとは何だろう。新しい視点？内容が充実していること？いずれにして
も、人の興味を惹き、できるだけ最後まで話を聞いてもらうことがプレゼンテーションの前提だ。英語に
よる学生交流研修が会開されたその日は、インターンシップや当日の体調で欠席した学生を除いた
54人が参加。講師は立教大学のProf. Steven Paydon、学習院大学のProf. Kay Irieの二人で、国
際会議等おける英語コミュニケーション、プレゼンテーションの研修が行われ、プログラム学生の交流
会も開催された。二人の講師はプレゼンにおける姿勢、アイコンタクト、声の出し方といった非言語コミ
ニュニケーション(module1)と、質問に対する4ステップの対処法と自分の意見を受け入れてもらうた
めの話し方(module2)を分担。講義と練習を繰り返しながら学生を指導した。学生はパートナーを変
えながら、各モジュールの練習を行った後、グループに分かれて各15分の研究プレゼン練習を実施。
二人の講師の巧みなファシリテーションに潜在能力を引き出された学生たちは、終始楽しみながら英
語コミュニケーションとプレゼン能力の向上に励み、学生同士の交流を深める貴重な機会となった。

英語による学生交流研修会
学年や専攻が壁になるはずはない
異分野の学びが交錯して、
新しい出会いと発見を生む一日となる

年2022
8  9月 日

講師
Prof. Steven Paydon（立教大学）
Prof. Kay Irie（学習院大学）

復興記念ホール
研究棟セミナー室
卓越PBL室・
交流スペース

［テーマ］AIビジネスコンセプト創造

本プログラムのPBLとは
本プログラムの『産学連携教育』では、企業と協働しながら課題解決に
向けた実践力を養うPBL(Project Based Learning)群を設置してい
ます。PBLでは企業から与えられた課題に対して状況分析、戦略構築を
行い、それを実行に移すことにより実践力を高めます。
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Session1
10:00-10:50
Keynote
AI for Accessibility
Dr. Chieko Asakawa
IBM Fellow, IBM  
Research, Japan

16:20-17:10
Keynote
On Security of EdgeML  
Devices Against 
Physical Attacks
Dr. Shivam Bhasin
Principal Investigator,  
Nanyang 
Technological   
University, Singapore

Session3
9:40-10:30
Keynote
Cognitive Fiber
Communications
Prof. Shiva Kumar
McMaster University, 
Canada

15:40-16:30
Keynote
Exploring Emotional 
Cause and Effect for 
Empathetic   
Response Generation
Prof. Wenjie Li
The Hong Kong 
Polytechnic   
University, Hong Kong
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